
千円 千円  補助  単独

#

2

3

#

2

3

出動回数
回

99 97 100
実績値 108 107
目標値

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

訓練等参加数 訓練による消防技能向上

機庫点検実施数 消防資機材の定期点検による初動体制の確立

◎達成状況
指標名 単位 ２０年度 ２１年度 ２２年度

事業従事者数

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

出動回数 消防団出動による災害への早期対応

消防団員数 消防活動従事者の確保、緊急時における体制整備

0.85 人 0.85 人21年度人件費 6,193 千円 22年度人件費 6,146 千円

◎事務事業の目的・内容

事業の目的 災害から地域住民の生命、身体および財産を保護し、災害時における被害を最小限に留める。

事業の内容 消防団員の災害出動、教育訓練、消防資機材の点検、火災予防活動等を実施し、消防団の活動強化を図る。

基 本 目 標 消防体制の充実強化 終了年度

担当課（局） 総務課 担当係 生活安全係 記入者 日高茂利 評価者 間　　省二

21年度決算 39,096 22年度予算 39,738 事業の実施方法

平成２２年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 消防団運営事業 開始年度

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

消防団は多種多様な災害に対応しており、事業の効率性は高い。災害発生時の対応
や団員の確保・養成等、消防団体制の機能維持には必要な事業費であり、削減の余
地はない。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

団員は、町内居住者または勤務者から任命されており、消防団活動自体が、町および
地域と密着した活動である。

活
動
指
標

訓練等参加数

5,186 5,294

154
実績値 154

実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

消防組織法に基づき、市町村の責務とされており、町が担うべき事業である。

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

団員の消防団活動への参加は、ボランティアであり、現行の活動が妥当である。

122.3% 123.5%

達成率 ％ 100.0% 100.0%

目標値
回

154 154
機庫点検実施数 154

5,300

実績値 6,341 6,538

成
果
指
標

消防団員数

0

目標値

達成率 ％

目標値
人

#DIV/0!

0

目標値

目標値
人

285

達成率 ％ #DIV/0!

実績値 254 254
達成率 ％ 89.1% 89.1%

実績値

285 285
達成率 ％ 109.1% 110.3%



廃止

　
事
業
の
方
向
性

拡充 ○

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 拡充

◎出動回数が多い方が良いのか、悪いのか、判断ができない。成果指標を工夫して
ほしい。
◎消防団活動は災害発生時に必要な防災力であり現状維持以上のものが必要であ
る。
◎最近、自治公民館の消防費支出について疑問の声を聞く。消防団に対する地域
住民の理解・協力を得られるよう、広報等側面的支援が必要ではないか。コスト 現状維持

廃止

総
　
合
　
評
　
価

◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

災害時等においては、消防団は必要不可欠である。そう上
少子高齢化で、ますます団員の確保が難しくなっており，行
政として支援が必要である。

今後の方向性

縮小 現状維持 拡充

コ　ス　ト

現状維持

縮小

事務事業名 消防団運営事業 担当課（局） 総務課

◎総合評価（今後の方向性を含む）


